
令和元年度　武雄市立武雄中学校　学校評価結果

３　目標・評価 　※　文末にある（　　）内の数字は、昨年最終評価→中間評価→最終評価

領域 評価項目
評価の観点

（具体的評価項目）
具体的目標 具体的方策 達成度

成果と課題
（左記の理由）

具体的な改善策･向上策 評価 意見や提言など

教
育
活
動

●志を高め
る教育

・自らの夢や目標の
実現に向かう教育活
動の推進

①将来の目標や夢を持つ生徒を80ﾎﾟｲ
ﾝﾄ以上にする。
（70.2→71.5→72.1）
（保62.3→60.7→61.6）

・キャリア教育の充実を図り、将来の夢や目標を
持たせ、学ぶ意義を理解させる。
・キャリア教育の視点を取り入れた年間計画を策
定する。

B

▲将来の夢や目標に対する生徒の回答が72.１ポイントと，中間評価
よりやや上昇しているものの，目標に届いていない。
〇進路を意識して計画的に学習に取り組んでいる生徒が中間評価
の50.4ポイントから56.7ポイントに大きく上昇している。
〇生徒に将来の夢や目標を持たせる進路指導に努めている教師が
75.7ポイントと上昇しており，教師の意識は高まった。

・キャリアパスポートを用いたキャリア教育を行い，高校卒
業以降を見通した進路学習を行うことで，生徒の将来につ
いて深く考えさせていく。

B

・将来の夢や目標は個人で思いが違う為、近い将来、遠い
将来とでポイントの差が出てくるのではないか。
・なぜ今学ぶのかを生徒に理解させる視点は、生徒をはじ
め、先生・保護者共に昨年を上回る結果となっており、目標
には届いていないが、着実な進捗が見られる。今後も改善
策・向上策を持って対応頂きたい。
・キャリアパスポート活用が定着することで生徒は将来の進
学への向かい方を意識出来るようになっているのではない
かと推測する。目標値が少し高いのではないか。

教
育
活
動

●学力向
上

・学習意欲の喚起

・指導法の工夫改善

②ペアやグループでの話し合い活動な
どに取り組んでいると答えた生徒を90
ポイント以上にする。
（86.9→87.1→86.0）
③毎日の家庭学習を１時間以上勉強
する生徒を70ﾎﾟｲﾝﾄ以上にする。
（61.3→55.4→57.7）
（保54.0→47.3→50.3）

・ペア、グループワークを取り入れた研究授業を
したり、互いに授業を見せ合ったりして力量を高
める。
・課題の与え方を工夫し、家庭学習の習慣化を図
る。

B

○「授業では、先生が教えるだけでなく、ペアやグループでの話し合
い活動などにも取り組んでいる。」は、生徒アンケートにおいて86.0ポ
イントと目標数値には達していないが、目標値には近い値を示してい
る。また、№3と5に関して、生徒アンケートでは70ポイントを上回って
おり、４月県調査の意識調査「自分たちで課題を立てて、その解決に
向けて情報を集め、話し合いながら整理して、発表するなどの学習
活動に取り組んでいると思う。（どちらかと言えばそう思う）」の生徒の
割合は約85％を超えていたことを合わせて考えると、対話的な授業
の実践は進んでいると考えられる。
▲家庭学習１時間以上の生徒は中間評価と比べて若干向上した
が、57.7ポイントと目標の70ﾎﾟｲﾝﾄに達することはできなかった。

・校内研において、全教科を挙げて「主体的・対話的で深い
学び」について指導法の工夫改善に取り組んできた。来年
度もさらにこの取り組みについて実践研究を深めていくとと
もに、授業の根幹にある「学習規律の確立」、生徒が主体的
に「まとめ・振り返り」を行う授業展開、授業の中での評価を
指導にどう生かしていくかということについて実践していく。
・基礎的基本的な知識・技能の習得のために毎日生徒に提
示する課題と、活用力育成のための週末課題を各教科でそ
れぞれ提示することを考えていく。また、学活ノートなどに記
入された学習記録などを通じて、生徒それぞれに指導を
行っていく。

B

・ペアやグループでの話し合い活動を積極的に導入されて
おり、生徒アンケートでは86.0ポイントと目標値には達して
いないが、概ね目標値に近い値を示している事は大いに評
価できる。
・昨年成果があり、今年の改善策・向上策に掲げられた各
教科でのテストプレビューの取組はどうだったのか不明であ
る。
・家庭学習を習慣化する為のきっかけ作りや意味を体感さ
せるのが難しいと思う。
・家庭での学習の取り組みの低さが授業に影響しているの
ではないか。

教
育
活
動

○教育の
質の向上に
向けたICT
利活用教
育の実施

・ICTを利活用したわ
かる授業の実践

④ＩＣＴ機器を使った授業をしていると答
えた生徒を85ﾎﾟｲﾝﾄ以上にする。
（87.7→84.4→80.3)
⑤ICT機器を授業に活かすことができ
る教職員を95ﾎﾟｲﾝﾄ以上にする。
（67.6→71.6→69.4)

・教職員のICT利活用研修会を年３回実施する。
・ICT利活用した授業実践を校内で公開する。

C

▲ＩＣＴ機器を使った授業をしていると答えた生徒は80.3ポイントであ
り、中間評価を下回る結果となった。多くの教師が、普段の授業でＩＣ
Ｔ機器を利活用しているが生徒の意識に根付くような活用方法を考
えていく必要がある。
▲ＩＣＴに関する職員全体での研修会は1回しか実施できなかった。し
かし、スタディノートやPepperの活用に関する研修会を担当者や代
表者に実施したので、今後の活用が期待できる。

・各教室への電子黒板の常設を生かし、スタディシリーズや
e-ライブラリの活用を推進する。
・年間計画にICT利活用研修を計画し、確実に実施するとと
もに、ICTを活用した授業実践を互いに見合う場面を設定
し、活用に繋がるような機会を作る。
・情報モラル教育の推進において、職員の負担軽減等を考
慮し、外部講師や教材『ネット社会の歩き方』等を活用した
授業を進める。

C

・ICTの利活用で生徒の評価が、中間や前年から最終的に
低下している点は気になる。成果と課題にあるように、生徒
の意識に根付くような活用方法を検討頂きたい。
・先生達のICT活用による仕事が増えているのではと心配
である。

領域 評価項目
評価の観点

（具体的評価項目）
具体的目標 具体的方策 達成度

成果と課題
（左記の理由）

具体的な改善策･向上策 評価 意見や提言など

教
育
活
動

●心の教
育

・支持的風土づくりの
醸成

⑥学校内外でのあいさつを推進する。
(79.8→82.4→80.6)
⑦学級に居場所があると感じている生
徒を85ﾎﾟｲﾝﾄ以上にする。
（84.4→85.2→85.0）
⑧自分の役割や出番があると感じてい
る生徒を70ﾎﾟｲﾝﾄ以上にする。
（68.2→66.6→70.6）
⑨各学校行事に学級が団結し、達成
感を味わう生徒を90ﾎﾟｲﾝﾄ以上にす
る。
（80.0→80.6→81.8）
⑩人権教育、道徳教育の充実を図る。

・挨拶の重要性を理解させるとともに教師自ら率
先して挨拶を行う。また、機会捉え、地域住民の
声を生徒に届ける。
・構成的グループエンカウンター、ソーシャルスキ
ルトレーニングなど実態に応じて計画的に行い、
よりよい人間関係づくりに努める。
・学級・学年・生徒会活動等さまざまな場面にお
いて、生徒に役割と出番を与え、承認する場を作
り出す。
・帰りの会等で、他人を思いやる心など豊かな人
間性を育む話をする。
・人権集会や平和集会等を充実させるとともに、
生徒の人権を尊重した指導に常に心がける。

B

〇自分からあいさつをしている生徒は80ﾎﾟｲﾝﾄ以上であり、学校来訪
者や地域からも同様の声が聞かれる。
▲あいさつについて保護者、教師はともに70ﾎﾟｲﾝﾄに達していない。
○学級に居場所があると答えた生徒は85.0ﾎﾟｲﾝﾄで、目標に達して
いる。
〇自分の役割や出番があると答えた生徒は70.6ﾎﾟｲﾝﾄで、目標に達
している。
▲みんなで協力してやり遂げうれしかったと答えた生徒は81.6ﾎﾟｲﾝﾄ
で、昨年の80.0ﾎﾟｲﾝﾄより上がっているが、目標の90ポイントには達し
ていない。
○教師の人権教育や道徳教育への取組については、どちらも昨年
度より上回っている。

・あいさつ、返事、言葉遣いについてはその意義について継
続して指導していく。
・人間関係づくりのための授業実践を継続的に行っていく。
・生徒の出番づくりにおいては、教師が様々な機会を捉えて
計画的、意図的なしかけを行っていく。
・学校行事等を生かし、生徒が協力して取り組むことができ
る機会を増やしていく。
・人権同和教育や道徳の教材の共有化を図り、学年が統一
して計画的に継続した指導を行い、豊かな心を育んでいく。

B

・自分の居場所、学級や生徒会等での自分の出番（役割）
を感じている点は評価してよい。
・子供達に自分が誰かの役に立っているのか、必要とされ
ているのか、そして、成し遂げた達成感を味わってもらいた
い。
・一人一人の心の温度差がある為、達成感を感じる到達点
も様々である。しかしみんなが同じ方向をむくための声かけ
がお互いにできるようになると目標に届くのではないか。
・学校外での挨拶の状況については家庭教育の分野に分
類してもよいのではないか。

教
育
活
動

●いじめ問
題への対
応

・いじめの予防、早期
発見、早期対応の体
制の充実

⑪月1回いじめアンケートを確実に実施
し、いじめに迅速に対応する。
⑫先生は、いじめや悩みがあれば早く
きちんと対応してくれると答えた生徒を
80ﾎﾟｲﾝﾄ以上にする。
（74.1→76.3→77.8）
（保66.6→67.7→67.7）
⑬「いじめ」の認知について、再度教職
員の共通認識を図り、適切な支援・指
導及び未然防止に全職員で取り組む。

・道徳の時間を充実し、人権意識を高めいじめを
許さない生徒を育てる。
・教育相談部会で気になる生徒の情報を共有す
る。
・定期的な教育相談及び気になる生徒と必要に
応じて個別面談を実施する。
・いじめに対する職員研修会を開催し、いじめの
具体的事例をあげ、該当するか否かの共通認識
とその後の対応・処置等について全職員の共通
理解を図る。

B

〇先生はいじめや悩みがあれば早く対応してくれると答えた生徒は
77.8ﾎﾟｲﾝﾄで、目標を下回っているものの、中間評価よりは1.5ポイン
ト伸びている。
〇いじめへの迅速な対応について教師は中間評価より3.8ポイント増
え、88.0ポイントであった。
▲保護者は67.7ポイントで低い。中間評価と変わっていない。
▲いじめの認知件数が、昨年度に比べて増加した。

・いじめは誰でもいつでも起こり得るという危機感を持って指
導にあたり、今後も、臨場指導や生徒とかかわることに努め
る。また、問題発生後は被害者を第一に考え、加害者の反
省、保護者への説明を的確に行う。
・「いじめ防止プログラム」等、予防・開発的な教育につい
て、学年間で教材や資料を共有したり、情報交換をしたりし
ていじめ防止に継続して取り組む。
・いじめアンケートで認知・覚知された生徒については、教
育相談部会においても取り上げ、カウンセリングなど適切な
対応をしていく。

B

・いじめの認知件数が増えたのは先生方の意識が高さだと
思う。
・数が増加している点も考慮して、学校現場での対応に無
理がある場合等は、外部の支援者含めての連携・協力が
必要である。
・家庭で先生の悪口や友達の好き嫌いなど、子供の前では
決して言わない。まず、家庭から気を付けなければいじめ
は減らない。

教
育
活
動

○生徒指
導

・組織的な生徒指導
体制の充実

⑭生徒だけの活動をつくらない。
⑮不登校の未然防止に努め、不登校
生徒を４％以下にする。
⑯発達障害を持つ生徒やインクルーシ
ブ教育に全教職員が研修を深め、支援
体制の充実を図る。

・すべての教育活動において、早めの臨場指導を
心がけ、生徒と関わる時間を確保する。
・保健室来室者や欠席者、気になる生徒を全職
員で把握し、対応する体制を強化し、予防や早期
発見に努める。
・気になる生徒に対して、初期の段階で問題解決
を図り、深刻な問題へ発展しないように組織的に
早期対応を行う。
・特別支援教育に係る職員研修の充実を図る。
・個々に応じた「支援計画・指導計画」を作成し、
計画的に指導に取り組む。

B

○教師の授業開始前の準備や給食指導の臨場指導は中間評価よ
りも3.2ポイント上昇し、84.3ポイントとなっている。
▲ＳＮＳがらみのトラブルが増加したため、情報モラル教育講座(10
月)を開催したり、ＳＮＳの適切な利用について学級指導(12月)をした
りした。生徒アンケートから「スマートフォンのルールがない」「ルール
があっても守っていない」生徒が40％いることが心配である。
▲悩みなどを相談する友達、家族や先生がいると答えた生徒は82.2
ポイントで高いが、中間評価よりは1.0ポイント低くなっている。
〇30日以上欠席の不登校生徒数は、12月末で3.6％であり、目標を
達成している。
〇巡回相談やＳＣを活用し、生徒理解や保護者との面談を実施でき
た。適切な支援や進路選択に助言を受け、対応することができた。
▲情報提供のあり方や周知など、市の発達障がい支援室を十分に
活用することができなかった。

・今後も担任だけでなく、全職員で諸活動に対して早めの臨
場指導を行い、問題行動の未然防止に努めると共に生徒と
かかわる時間を確保する。
・ＳＮＳの利用やトラブルについて、生徒への指導はもとよ
り、保護者への啓発やＰＴＡの「わが家のルール」づくりの推
進が急務である。
・不登校未然防止のため、県の支援シートを活用する。
・長期休業明けに登校しぶりの生徒が多く、その中には宿
題未完了が原因の生徒もいるため、宿題の出し方の見直し
をする。
・巡回相談やＳＣ、市の発達障がい支援室を活用し、保護者
への啓発を行い、協力して適切な支援ができるようにする。

B

・授業開始前準備や給食指導の取組は、前年から7.4ポイ
ントも上昇している。先生方の取組に感謝する。
・スマホ含めSNSのトラブル等は、家庭でのルール作りや保
護者の監督意識の希薄さが一番の問題である。今は中学
生でもスマホ等保持するという前提で、「わが家のルール」
づくりをPTAから早急に進める事が必要である。
・市の発達支援室は０歳から就労までと長い期間を継続し
て担当して下さるので専門家の力を借りることが負担軽減
にもつながるのではないか。まずは発達支援室の周知に取
り組んで欲しい。

領域 評価項目
評価の観点

（具体的評価項目）
具体的目標 具体的方策 達成度

成果と課題
（左記の理由）

具体的な改善策･向上策 評価 意見や提言など

学
校
運
営

○家庭・地
域との協働
体制の充
実

・地域とともにある学
校づくりの充実

⑰地区行事に参加している生徒を60ﾎﾟ
ｲﾝﾄ以上にする。
（51.5→52.0→52.7）
（保43.0→42.1→40.2）
⑱地域に支えられていると感じている
生徒を80ﾎﾟｲﾝﾄ以上にする。
（75.1→77.2→78.6）

・地域学校協働本部「武中のちから」と生徒会の
連携を推進する。
・区長会と連携し、地区行事を把握する。部活動
においても地区行事優先で参加させ、地域住民
の指示のもと生徒に任せられる手伝いなど積極
的に活動させる。

B

▲地域行事に参加している生徒が52.7ﾎﾟｲﾝﾄで、中間評価の52.0ポ
イントとほとんど変わらない。保護者は40.2ポイントで中間評価より
1.9ポイント低くなっている。
〇申し出があれば部活動より地域行事を優先させていると答えた教
師が79.0ポイントで中間評価の75.0ﾎﾟｲﾝﾄから高くなっている。
▲地域に支えられていると感じている生徒は中間評価より1.4ポイン
ト上がり、78.6ポイントであるが、目標の80ﾎﾟｲﾝﾄにはまだ達していな
い。

・生徒に地域の一員として地区行事への積極的な参加を促
していく。
・部活動において、地域行事を優先できるように活動計画を
立てる。
・保護者からも地区行事への参加を促していく。

B

・地域行事を優先してもらっていることに対してお礼申し上
げます。これからもっと学校と地域住民が交流を深めていく
ように私どもが積極的に行動することが必要である。
・地域行事の参加はその地区にもよる。日頃より自分達が
地域に支えてもらってる事の認識をもてるようになってほし
い。
・各地区の大まかな年間行事計画は大きくは変わらない
為、年度が替わる前に把握し、学校の年間行事計画に入
れ込み、それを踏まえて、PTAを通じて地区行事への参加
促進をしていく中で、地域との協働体制の拡充を図る。

学
校
運
営

○情報発
信

・情報発信の充実

⑲月２回「学校だより」を発行し、情報を
発信する。
⑳学校は、生徒の情報を学校だよりや
ホームページ、学校情報メール等で知
らせていると答えた保護者を80ポイント
以上にする。
（81.9→81.3→81.5）

・ホームページのブログや学校情報メール等で学
校行事等生徒の様子をこまめに発信する。
・ホームページのトップページやアップするコンテ
ンツ等を見直す。

B

○学校だよりをこれまで19号発行し、目標を達成している。
○学校は情報発信をしていると答えた保護者が81.5ポイントで目標
の80ポイントを上回っている。
▲学校からの便りを読んでいると答えた保護者は77.1ポイントで中間
評価の80.2ポイントから3.1ポイント下がっている。

・情報発信においては、今後も学校だより以外に学年だより
や学級だより等でも積極的に行っていく。

A

・前年も記載したが、具体的目標に「学校だより」はある。改
善策・向上策には「学年だより」や「学級だより」等でも行うと
ある。しかし、教師用アンケートでは学級だよりや学年だよ
りの定期発行の項目があり、管理者と現場での認識の違い
を感じる。
・学校からの発信は十分になされているのであれば後は保
護者の取り組み方が重要である。

領域 評価項目
評価の観点

（具体的評価項目）
具体的目標 具体的方策 達成度

成果と課題
（左記の理由）

具体的な改善策･向上策 評価 意見や提言など

・長時間労働の解消

㉑勤務時間を意識して効率的に仕事を
したと答えた職員を85ポイント以上に
する。
（67.5→75.2→73.5）
㉒定時退勤日の実施を徹底し、定時退
勤日には5時30分に退勤したと答えた
職員を80ポイント以上にする。
（38.1→51.0→50.0）

・各教職員は業績評価表（自己目標申告書）に勤
務時間を意識した働き方についての目標、方策
を設定し、それを実行し評価を行う。管理職は業
務記録票やヒアリング等をもとにそれを指導し、
職場全体の業務改善を推進する。
・月曜日を定時退勤日、金曜日を準定時退勤日
とし、それぞれ5時30分、7時退勤を徹底する。

C

▲効率的に仕事をするように努めたと答えた職員が、昨年度の68.3
ポイントより上回っているが73.5ポイントで目標を下回っている。
▲定時退勤の実施については、昨年度の36.6ポイントより上回って
いるが、50.0ポイントと目標より大きく下回っている。

・行事等の準備は学年単位のチームでシェアしながら行う。
また、ベテラン教員は若手教員に積極的に仕事のコツ等を
伝えていく。
・毎週、職員個々に定時退勤する日「ＴＫデー」を決めさせ、
継続的な実践を徹底していく。 C

・教員の長時間労働の解消問題は学校として本当に難題と
思う。効率的に仕事をするように努めたと答えた先生が、昨
年度より上回っており、若干の改善が出来ているが、定時
退勤等で目標より大きく下回っている。
・まず先生達が意識しながら退勤日の実施を徹底してほし
い。徹底しないと何も変わらないと思う。
・まだまだ働き方改革の基準には達してないが、以前に比
べると早く帰ろうという意識は先生方にもでてこられてると
思う。

・より適正な部活動
運営

㉓顧問は部活動練習計画を毎月作成
し、休養日を適切に設定し実施する。

・毎月第３日曜日は「県下一斉部活動休養日」と
し、部活動を実施しない。
・本校の部活動運営計画に則り、休養日を適切
に設定し、活動と休養のバランスを図った部活動
運営を徹底する。

B

○毎月第3日曜日の「県下一斉部活動休養日」には部活動を実施し
ないことは定着している。
〇4月から12月までの休日における部活動時間の月平均は、昨年度
より5.4時間減少した。
▲休養日を適切に設定し、活動と休養のバランスを図った部活動運
営を行ったと答えた教師は71.6ポイントで中間評価の64.4ポイントよ
り上回ったが、昨年度の最終評価77.5ポイントからは下回っている。

・部活動の実施状況を集約し職員に伝えながら、部活動運
営計画に則った休養日の適切な設定を徹底させる。
・複数顧問体制により、顧問同士で相談し、休養の取りやす
い雰囲気を作るようにする。

B

・県下一斉部活動休養日の定着はよい傾向である。
・部活のない日こそ全教員が定時での帰宅を徹底して欲し
い。
・外部コーチ、保護者など地域には資源がもっとたくさんあ
る。協力してくれる人は想像以上に多いと思う。

・健康管理体制の充
実

㉔超過勤務時間の月平均を前年度よ
り20％以上削減する。
㉕健康管理体制の充実に向けた職員
研修を実施する。

・衛生委員会を月１回実施する。
・中体連終了後、６か月以上の超過勤務時間の
平均が80時間を超えた職員については産業医に
よる面談を実施する。

B

○毎月、時間外勤務状況を平日と休日に分けて職員ごとに集計し、
配布して時間外勤務縮減の意識向上を図った。
▲4月から12月までの時間外勤務時間の月平均では、昨年度より1.4
時間減少したが、目標には達成していない。

・今後も継続的に職員の勤務状況の把握とともに、集計結
果を示しながら意識向上を図っていく。
・月１回の衛生委員会を継続し、実態の共通理解とともに、
業務改善や働き方改革について具体的な協議を行う。

A

・時間外勤務縮減への取組は評価できる。継続して意識向
上を図って頂きたい。
・一気に改善するのは厳しい様に思う。現場を把握した具
体的な改革への取組をぜひお願いしたい。
・産業医の面談を受けた教員の割合を提示してほしい。

領域 評価項目
評価の観点

（具体的評価項目）
具体的目標 具体的方策 達成度

成果と課題
（左記の理由）

具体的な改善策･向上策 評価 意見や提言など

教
育
活
動

●健康・体
つくり

・望ましい食習慣と食
の自己管理能力の
育成

㉖マナーを守って給食をいただき、感
謝して残さず食べている生徒を90ﾎﾟｲﾝ
ﾄ以上にする。
（90.0→89.2→90.6）
㉗家庭と協働した食習慣を支援する。
㉘早寝、早起き、朝ごはんの推進を図
る。睡眠時間を６時間以上取れている
生徒を80ﾎﾟｲﾝﾄ以上にする。
（81.7→83.1→81.8）
（保83.1→84.7→85.0）

・全職員が４校時終了後５分以内に教室に向か
い、準備や配膳・後片付けがスムーズに進むよう
に指導する。
・生徒に食生活の大切さを伝えるため、個別や部
活動単位での食事指導を行い、食についての意
識向上を図る。
・食に関する授業や給食便りの発行を行う。
・睡眠の大切さを伝え、睡眠時間を６時間以上取
ることを目安として健康増進を図る。

Ａ

〇マナーを守って給食をいただき、感謝して残さず食べるよう指導し
ている教師は74.5ポイントで、中間評価より下がったが、生徒は90.6
ポイントであり、目標に達している。学年や学級の継続した取組が、
生徒の実践の習慣化につながっていると考えられる。
〇「毎日朝食を食べている」および「睡眠時間を6時間以上取ってい
る」生徒は、中間評価より若干下がったものの87.8ポイント、81.8ポイ
ントであり、保護者はどちらも中間評価より微増し、目標に達してい
る。
〇保健室を来室する生徒へ、朝食の内容や睡眠時間について個別
指導を行うことで意識を持たせたり、朝食についてT・Tの授業を行っ
たりすることができた。

・給食でマナーを守り、感謝して残さず食べるよう、日々の
指導を更に充実させ、生徒の意識を高めていく。
・食の大切さを伝えるとともに、給食のつぎ残しがないよう、
学年職員を中心に、臨場指導を継続して行う。
・給食だよりや保健だより等で、早寝・早起き・朝ごはんの大
切さについて知らせ、生徒や保護者に対し、意識の向上を
図っていく。
・保健室を来室する生徒へ、朝食の内容や睡眠時間につい
ての個別指導を、学級では朝食や睡眠の大切さについて継
続して指導していく。

A

・給食の残菜等をみると、しっかり食べる事ができてる。
・朝食の質については、掘り下げて確認すると色々とでてく
る所はあるかも知れないが、食べていかなければという意
識はできてきてると思う。
・先生方の努力の成果と思う。生徒を通して、家庭への影
響を大事にされたのではないか。

学
校
運
営

○危機の
未然防止

・安全･安心な生活環
境の確保

㉙学校は、安心して過ごせる学校だと
実感できる生徒を80ﾎﾟｲﾝﾄ以上にす
る。
（76.4→80.7→76.1）
（保77.2→75.5→73.5）

・毎月の安全点検を確実に実施し、避難訓練・交
通安全教室等計画的に行い、生徒・教職員の安
全の確保、事故防止に対する意識を高める。
・登校時における交通指導を毎日行い、交通事
故防止に努める。

B

▲学校は、安心して過ごせる学校だと実感できる生徒、保護者はそ
れぞれ76.1ﾎﾟｲﾝﾄ、73.5ﾎﾟｲﾝﾄと、目標には達していない。中間評価か
ら下がっており、後半の取り組みに課題が残った。
〇避難訓練（火災・不審者）を警察署や消防署など、外部機関に依
頼し、専門的なアドバイスをもらうことができ、生徒だけではなく職員
の危機管理に対する意識も高まった。

・後期は、自転車の交通ルール違反が増加した。年度初め
に、全校集会で周知をしているが、学期が変わる際に、再
度確認をする必要がある。
・警察署や消防署からアドバイスされた内容を来年度の避
難訓練の前に、職員・生徒に周知し、より効果的な訓練がで
きるように努める。

B

・外部機関との連携を更に進めて頂き、避難訓練や交通安
全教室等を定期開催することで、より深く生徒や保護者にも
周知が図れるものと思う。
・学校は安心して過ごせるということへの反応は、単に危機
の未然防止と考えるべきでしょうか？それ以外からの反応
もあるのではないか。
・学校で起こる問題の内容が変わってきているようです。ア
ンダーグラウンド化してどんどん見えにくくなっている気がす
る。

●は共通評価項目、○は独自評価項目

①キャリア教育の一層の充実を図り、学ぶ意義を理解させる。 学校関係者評価委員から

１　学校教育目標 ２　本年度の重点目標

高い志と誇りを持ち、心豊かで輝く生徒の育成

①キャリア教育の一層の充実を図り、学ぶ意義を理解させる。
②出番と役割を与え、承認する「開発的生徒指導」を実践する。
③コミュニティ・スクールとして、家庭･地域との協働体制の充実を図る。
④教職員が健康的に日々の業務に従事できる環境整備に努め、質の高い教育を実践する。

本年度の重点目標に含まれない共通評価項目 学校関係者評価委員から

４　本年度のまとめ・次年度の課題

　学力向上について、教師は話し合い活動を取り入れた授業の改善を行っており、生徒も対話的な授業が行われていると感じている。しかし、毎日１時間以上の家庭学習が定着しておらず、課題の出し方を工夫していく必要がある。また、キャリア教育を充実させ、進路意識と学習意欲の向上を図るとともに、適切にICTを利活用した授
業づくりや主体的･対話的・深い学びについて研修を深め、実践等を通して指導力を高めていくことが必要である。
　心の教育においては、あいさつの励行、居場所づくり、出番づくり等を通して、支持的風土づくりを意識した学級経営を行っていた。また、教師がいじめや悩みについて迅速に対応している感じる生徒が増えていた。今後も、教師間で共通理解を図り、組織的に早期対応する体制を作っていく。また、SNS等の対策のため、計画的に講演
会や学級指導に取り組んでいく。
　家庭・地域との連携・協働については、今後も、地域に支えられていると感じる生徒が増えていくように、学校運営協議会や武中のちからの委員からの意見を踏まえながら、地域人材の活用、生徒の地域貢献など現在行っている取組を整理しながら、地域とともにある学校づくりをさらに推進していく。
　教職員の働き方改革については、時間外勤務の時間は減りつつあるが目標に達していない。今後も継続して、職員の具体的な勤務状況を示しながら、時間管理、業務管理、健康管理を適切に行っていく。
　食については、給食を感謝して残さず食べることや毎日朝食を食べることは目標に達していた。今後も、食の大切さを伝えとともに、保護者の協力を得ながら食育を推進していく。

②出番と役割を与え、承認する「開発的生徒指導」を実践する。 学校関係者評価委員から

③コミュニティ・スクールとして、家庭･地域との協働体制の充実を図る。 学校関係者評価委員から

④教職員が健康的に日々の業務に従事できる環境整備に努め、質の高い教育を実践する。 学校関係者評価委員から

●業務改
善・教職員
の働き方改
革の推進

学
校
運
営

重点目標を具体的に評価するための項目や指標を盛り込む

《達成度》

Ａ：ほぼ達成できた

Ｂ：概ね達成できた

Ｃ：やや不十分である

Ｄ：不十分である


